
 資料１  

本日のスケジュールと会議の趣旨 
 

１．本日のスケジュール 

時 間 構 成 詳 細 

10：30 

（15分） 

開会 

前回の振り返りとスケジュールの確認 

 

 

10：45 

（45分） 

【全体】 

追加の情報提供と質疑応答（前半） 

第一回ステークホルダー会議で出た

情報提供の追加リクエストを受け、

専門家が情報提供を行います。 

その後、質疑応答を行います。 

11：30～ 休憩  （10 分）  

11：40 

（50分） 

【全体】 

追加の情報提供と質疑応答（後半） 

続けて、追加情報の提供と質疑応

答を行います。 

 

12：20 

   （70分） 

昼食  

13：30 

   （20分） 

今後の進行説明と確認  

13：50 

（60分） 

【グループ別】意見交換（前半） 名古屋の 15～20 年先を展望し、

循環型社会の実現にあたって、何

を特に重視したいのか、皆さんに意

見を述べていただきます。 

14：50～ 休憩  （15 分）  

15：05 

 （60 分） 

【グループ別】意見交換（後半） 他の人の意見を聞いて、更に気づ

いた意見などを述べていただきます。

 

16：05 

   （20 分） 

各班による報告  

16：25 

 （5 分） 

閉会挨拶 

事務連絡など 

 

16：30 閉会  

 



 

２．なごや循環型社会・しみん提案会議について 

 

（１）目標 

 なごやの社会を構成する全ての構成員である事業者、NPO、市民、行政等の 

「しみん」が、なごやが目指すべき循環型社会の目標と実現のための道筋について、 

情報を共有し、議論を深め、出来る限りの合意点を見出し、ビジョンとして取りまとめ、 

「しみん提案」として発信することを最終的なゴールとしています。 

 

（２）提案会議で話し合う循環型社会の討議対象 

①一般廃棄物を対象とします。 

  （家庭のごみが中心です。事務所などからの事業系ごみも対象です。） 

②15 年から 20 年先を想定します。 

③提案会議で話し合う循環型社会は、生産から販売・消費・廃棄・リサイクルに至るまでの全て

の段階を対象とします。 

 

 

 

 

（３）ステークホルダーへの期待 

・名古屋のごみ問題の当事者です。 

・それぞれの経験・立場に基づいて、率直に意見を出していただきます。 

・「しみん提案」は、ステークホルダーと市民の合作です。 

・その場合、ステークホルダーには、名古屋が目指す、循環型社会の方向付けを行っていただきま

す。 
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３．今後の会議の進行について 

 

今後の会議の流れについて説明します。 

 

日頃の経験・ 

日頃考えてきた事 

9/23 第一回

情報提供 

特に重視すべき事について 

ステークホルダーの皆さんから意見を率直に述べていただく 
多様な経験と立場から幅広い意見 

10/7 第二回・午前 

追加提供 

10/７ 

午後 

論点の全容が出そろう 

アンケート 
（論点に対するステークホルダーの意見をお伺いします。） 

意見の分布を明らかにする 

10 月 

中下旬 

討議 
（アンケート結果を共有して論点について討議を行います。） 

できるだけの合意を目指します。 

合意できない点はその理由などを明確にしていきます。 

11/18 

 



 

４．午後の進め方について 

 

目的 

 

 

 

 

＜進めるにあたっての留意点＞ 

○今回はすべての方にそれぞれのお考えを述べてもらう場です。 

○特定のテーマに焦点をあてて討議を深める場ではありません。全ての方に、意見を率直に述べ

ていただき、互いに他の方の意見を知り合う場です。 

○グループではファシリテーターが中心となって進めます。 

○専門家が各グループに待機しています。 

○専門家の意見を聞くときは、ファシリテーターの指示に従ってください。 

 

＜進め方＞  （※基本的に前半と後半に分けて進めます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（休憩） 

 

（１）個人作業 

15～20 年先の社会を展望し、循環型社会の実現にあたって、何を最も大切だと思っているのか、

何を重視しているのかを考えていただき、メモしていただきます。 

（２）発言 

ファシリテーターの指示にしたがって、各自が順に意見を述べていきます。 

（４）意見の理解や確認を行います。 

グループ内で更に、新たに気づいた事などを述べていただきます。 

15～20 年先を展望し、循環型社会の実現にあたって、何を重視しているのかを述

べていただきます。今回は「広く」皆さんの関心事を表明していただく事が目的です。 

（３）確認 

全てのステークホルダーが意見を述べた後、出された意見についてグループ内で確認を行います。 

 


